
 
 社内実践 

～富士通が率先して社内適用～ 
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【付録①】 
社内実践 ～富士通が率先して社内適用～ 
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グループ国内外の社内システムを「K5」に移行 

集約 

社内システム 
＜640システム＞ 

各BU 開発環境 
(SE/事業部) 

パブリッククラウド 
(事業用クラウド) 

「K5」 
   ＜リソース/ファシリティ/運用/ヘルプデスクなど集約＞         

リソース 
ファシリティ 
運用 
ヘルプデスク  

リソース 
ファシリティ 
運用 
ヘルプデスク  

リソース 
ファシリティ 
運用 
ヘルプデスク  

全社内システムにおけるリソース・運用の集約により、 
価格競争力のあるクラウドを提供 

グループ内 約640システム(サーバ 13,000台)を 
次世代クラウド基盤へ移行。5年間で約350億円のTCO削減 

リソース 
ファシリティ 
運用 
ヘルプデスク  
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システムの見える化をもとに、全体最適の視点でシステムを再編 

再編にあたっては、グループ全体の社内クラウドサービス化を目指し、 
既存資産の再利用も含めた段階的なシステム再構築、 
インフラ共通基盤整備を進め、TCOの最適化を追求 

サーバ 

ミドルウェア 

アプリ 
ケーション 

取り組み 

 2015年度～  2009年度～2014年度 

システム再構築により 
アプリ統合・ 

データ統合を推進 

 アプリケーション、 
OS、MWの標準化 

 
統合 

サーバ統合 
物理・仮想 

 

統合 
 

MWを含めた 
64bit化による 
高密度集約 

 
 
 
 

統合 
 
 

アプリ、 
データ統合 

 
 

… 

… 

システム標準化への 
見える化 

… 

個別 
最適 

個別 
最適 

 
 
 
 

クラウド化 
 
 

全体最適化 
 
 

全体最適化に向けた取り組み 
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【現状】 【今後(目指すべき姿)】 

個別最適によりサイロ化し複雑に絡み合った状態 
機能・データ・連携インタフェースの重複 

統一された技術適用方針(ESB、XML技術等)
により変化に強い情報システム基盤を構築 

「見える化」による現状の実態を踏まえた上で、ビジネス変化に強い 

全体最適化された社内システム実現を目指す(段階的に再編を実施) 

インフラ基盤、開発フレー
ムワークの標準化と統一 

XML-
DB 

社外システム、取引先等 

CRMシステム コーポレート系／ 
    全社共通システム 

ECM系システム 

SCM系システム 

社外システム、取引先等 

変化に強い社内システムへの再編 
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全体最適化に向けた社内システムの再編成 

コミュニケーション系共通システム他 

完了 

実行中 

実行中 

実行中 

複雑に絡み合ったシステムをシンプルな構成に再構築 

完了 

完了 

完了 

完了 

(原価計算システムの再編) 

実行中 
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「K5」による全体最適化 

K5 

IaaS 

Web-API 
共通 
I / F 

共通機能の 
コンポジット化 

共通インフラ 

ID管理 認証 データ連携 帳票管理 パッチ 

運用管理 開発環境 課金管理 

就業管理システム 

a b ・・・ 

… 

データ連携基盤 統合運用管理基盤 帳票管理基盤 

実践課題による 
PFの継続的な強化 

システムに跨る機能の 
標準化と共通化 

IT管理システム 

予算管理 資産管理 ・・・ 

2015年9月 
稼動済 

製造管理システム 

設計情報 
システム 

・・・ c 

2016年5月より 
稼動予定 

API化 
(試行開始) 

業務アプリ 

標準化と共通化(I / F、機能、インフラ)により、システム全体を 
最適化 

社内システムを段階的に移行中 
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アベイラビリティゾーン 
他の業務プロジェクト 

業務プロジェクト 

予算管理 
システム 

共通プロジェクト    

データ連携 
システム 

予算管理システム 

予算管理システム２０１５年9月本稼動。同時に社内システムの 
要となる統合運用監視システム、データ連携システムを稼動 

統合運用監視 
システム 

・全社ESB 
  

ESB 

・管理サーバ 
・監視サーバ 

DNS NTP ･･･ 

Systemwalker 

DB 
(Symfoware) 

Web/AP 
(Interstage) 

社内LAN 

FWaaS FWaaS FWaaS 仮想コネクタ 仮想ルータ 

FWaaS 

インターネット 

オートスケール・ 
マルチテナント※活用により 

VM数を半減 

全社システムを横串にした 
監視標準化と自動運用により 

運用工数30％削減 

ハードからソフトへシフト 

投資抑制、運用標準化 

順次 
本稼働 

負荷分散 
LB 

• バーチャルプライベートホステッドモデルにより、強固なセキュリティ環境で運用開始 

• サイジング、調達作業から解放され、導入期間を1/8(4ヵ月⇒2週間)に短縮 

※富士通製ミドルウェアの 
 Consolidation Optionを活用 
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社内実践によるリファレンス化 

富士通社内システムで自ら実践して得られたノウハウを 
リファレンス化し、継続的にサービスとして提供 

 

FUJITSU Cloud Service K5 

お客様 お客様 SaaS 
事業者 

富士通全社 
640システム 

活用 リファレンス化 

業務 
システム 

業務 
システム 

社内実践 社内実践 
業務 
システム … 
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